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はじめに
　日本企業の現地法人駐在員として最初にアメリカ合衆国（The United States of America：以下ア























































the Black Day America died.（今日はアメリカが消えた暗黒の日だ）」。さらに保守系の有名なラジ





に会った程の筋金入りの保守主義者だ 4。ちなみに、ここでいう Americaとか countryとかいう
表現は、いわゆる「古き良き時代の……」という形容詞がつくものと考えれば良い。
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図 1 オバマとロムニーの支持率推移 2011.11～2012.11 （Real Clear Politics）
の世論調査では民主党バラク・オバマと共和党ミット・ロムニーが稀に見る大接戦を演じていた





























2011.11 ～ 2012.11	 （Real Clear Politics）
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　当然各種のメディアも「共和党は大丈夫か？」という論調で選挙直後は賑わった。いわく……












か 50％に乗せていたが、2010 年１月以降ほぼ一貫して 50％を割っていた【図２】。②の失業率
は前ブッシュ政権の負の遺産との国民の認識はあり、オバマ政権になってからほぼ下降線では
あったが、直近の 10月の失業率は前月から 0.1 ポイントだけ上がった 7.9％だった【図３】。（例
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50％に乗せていたが、2010 年 1 月以降ほぼ一貫して 50％を割っていた【図 2】。②の失業率は
前ブッシュ政権の負の遺産との国民の認識はあり、オバマ政権になってからほぼ下降線ではあっ
たが、直近の 10 月の失業率は前月から 0.1 ポイントだけ下がった 7.9％だった【図 3】。（例外


















【図 4】はオンライン上で誰でも連邦政府に   対し
て何らかの「要望」が出来るようになっており、ひ
とりでも「請願」がアップできる。それに賛同した
図 2 オバマ大統領 ４年間の支持率推移    (RealClearPolitics) 
オバマ政権 
図 3 過去１０年間の失業率推移 ＜月/年、単位％＞  （ＵＳ労働統計局）  
ブッシュ政権 










































カ合衆国的で興味深い。特にテキサス州は最高の 125,746 票を集め、これは同州人口の 0.5％、
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図 4 ホワイトハウスウェブサイトの「請願」申請のページ 
図４　ホワイトハウスウェブサ の	
「請願」申請のページ　　　　

























　待ち時間はほとんど 10秒から 15秒！（長くて 25秒）
　右折は危険さえなければ常にＯＫ！（これは交通ルール）
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図 6 人種別 人口構成表 〔2011 年推定〕（US 国勢調査局） 図 5 白人の祖先（2007 年推定）  （US 国勢調査局） 
. I .  
































　共和党＝小さな政府 ＆ 個人の自由度が高く、拘束のレベル低い ＆ 小負担
　民主党＝大きな政府 ＆ 個人へ制約が多めで、ケアのレベルは高い ＆ 大負担
　……ということになるだろう。
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今回の 2012 年大統領選挙の前後に主な争点となった「政治課題 21 項目」に対する共和党と民
主党のスタンスの比較を示したものである。【図７】
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図 7  2012 年大統領選挙における政策争点と二大政党の立場  （参考：CNN2012 選挙サイトなど） 図７　2012 年大統領選挙における政策 と二大政党の立場（参考：CNN2012 選挙サイトなど）
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（New York Times：2012 年 出口調査）


























補足してまとめると以下のようになる。【図 10、11 参照：New York Time 選挙サイトより】
１．ヒスパニック系の票をがっちり固めた。これはコロラド、ネヴァダ、フロリダなどの接戦
州を拾うのに役立った。
　2008 年との比較で、ヒスパニック票が全体に占める割合が増加９%→ 10% 。そのうちの
オバマ支持も 67％→ 71％に増えた。
２．全体で若者の票数が増え、一方で白人の票数が減った。
　29 歳以下の票の全体に占める割合が 2008 年との比較で 18％→ 19％に、白人の票は全








で〔実際、総得票率で 53％→ 51％と２ポイント減〕、年収 $30,000 ～ 49,999 の層と、年
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3．第 1 期中のGM 救済やオバマケア（国民皆保険）など、中間所得層（いわゆるmiddle class）
への政策が評価された。 
（全体的に票は2008年の対マケインの時に比べれば今回はかなりロムニーに流れている中で〔実






























と同じような感じで 2011 年 4 月以降の選挙運動関係の動画などが並び、最後にこう書かれ
ている。

















30 ～ 50 組規模の人たちが登壇する（ブレイクのエンタテイメントやチームでの登壇もあるた
め）。
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【図 12】のサイト23では、①18 歳以上の有権者全体に対する投票率（VAP）と、②各種要素を調
整済みの有資格者（VEP）に対する投票率を、2008 年→2012 年で以下のように算出している。
①56.9%→53.6% ②61.6% →58.9%） 
5．若者のボランティアなども含めた草の根選挙運動でオバマがはるかに優位であった。CNN で
は地域により差はあるが、おおむねロムニー陣営の 2、3 倍の規模だったと伝えている。 
（オバマ陣営の選挙用ウェブサイト24に、いまこんな数字が並んでいる。facebookt の timeline と
同じような感じで2011年4月以降の選挙運動関係の動画などが並び、最後にこう書かれている。 















30～50 組規模の人たちが登壇する（ブレイクのエンタテイメントやチームでの登壇もあるため）。  
 通常、現政権でない党が先に行われるため、今回は先に共和党大会（8 月 27-30 日 Tampa, FL）
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無視はできないし〔New York Times2010 選挙サイト〕、現実に下院でも数十名のティーパーテ
ィ会派が存在感を持って政府支出の削減や減税を主張して活動しているが、一方でその純粋すぎ
る主張のために、議会共和党自体の中道方向への一切の妥協の足かせになっているのも事実であ
図 13  オバマ一般得票率とヒスパニック人口の相関図 図 14  オバマ一般得票率と全米多様性指数の相関図 
30125 提出原稿（WORD2007 版） er.VI @0 2513.docx 

















要素として、 こでは 3 つに絞って指摘しておきたい。 
１）ティーパーティ運動（増税への拒否感）29 
 2 10 年の中間選挙で当時としては「旋風」を巻き起こし、下院共和党躍進、過半数獲得に大き
く貢献したこの運動、当時上院で６名、下院で４６名、知事選で３名の支援者当選という数字は
無視はできないし〔New York Times2 10 選挙サイト〕、現実に下院でも数十名のティーパーテ
ィ会派が存在感を持って政府支出の削減や減税を主張して活動しているが、一方でその純粋すぎ
る主張のために、議会共和党自体の中道方向への一切の妥協の足かせになっているのも事実であ
図 13  オバマ一般得票率とヒスパニック人口の相関図 図 14  オバマ一般得票率と全米多様性指数の相関図 
図 14　オバマ一般得票率と
州別多様性指数の相関図
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図 15 アメリカ人の宗派別シェア：2007-2012年 （Pew Research Center） 政治的に見たときに注目すべきは、この
宗派の人々が常にアメリカ社会全体の
20％前後を占めているということである。
【図 15 】によれば、2007 年以降今日まで
おおむね全体の 50％強のプロテスタント






















リンク 06_差替 130301.docx 
 22 / 41 
付きもので、一定 支持を維持するというのは並大抵の力量では務まらない。とは言うものの、 
ここまでトップが入れ替わるということは即ちその裏にある政策論議もあまり絞り切れていない、





















なかった」と言って良いかもしれない。事例を 3 つ挙げておく。 
図 16 共和党予備選 候補者別支持率 （Gallup Daily Tracking Poll） 図 16　共和党予備選　候補者別支持率
 （Gallup Daily Tracking Poll）
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前回 2008 年は民主党の対抗馬に対して【53% vs 40%】で余裕の勝利であったにもかかわらず、
今回はホテルビジネスで成功した政治は素人の民主党の 59 歳の対抗馬（ジム・グレーブス）
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図 17  ティーパーティ運動への支持率の推移 （CNN/ROC 調査 2011/11/） 
 





















 そこに私は 2 つの大きな要因を見る。ひとつはあまり論理的な表現ではないが、要するに時代
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が入れ替わる swing atateで、元々マードックの超保守傾向に不安があったところに、選挙期間
中の「レイプの場合でも妊娠は神の御心である（から中絶は認めない）」主旨の発言が大きな
非難を浴び33、本選では民主党下院議員（ジョン・ドネリー：57 歳）に【50% vs 44%】と大
きく水を開けられて敗れた。行き過ぎたティーパーティ的発想が支持を得られなかった例であ
ろう。




















































































フ、【図 19】は全体を 100％とした時の各人種のシェアグラフである。2010 年の国勢調査時点
でのヒスパニックは全人口の 16.3％となっている。2020 年にはこれが 19.1％になる予測だ。
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図 18  人種別の人口推移表① 実数サイズグラフ （ＵＳ国勢調査局による最新の予測による） 
図 19  人種別の人口推移表② 全体に占めるシェアグラフ （ＵＳ国勢調査局による最新の予測による） 
図 18　人種別の人口推移表①　実数サイズグラフ
 （ U S 国勢調査局による最新の予測による）
（単位 ：千人）
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図 18  人種別の人口推移表① 実数サイズグラフ （ＵＳ国勢調査局による最新の予測による） 
図 19  人種別の人口推移表② 全体に占めるシェアグラフ （ＵＳ国勢調査局による最新の予測による） 
図 19　人種別の人口推移表②　全体に占めるシェアグラフ
 （ US国勢調査局による最新の予測による）
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量的にも無宗派は全体の 12％あり、その 70％がオバマに投票している。 












































◆ まず、1970 以降の 10 年毎の国勢調査の人種構成データに基づき、全国レベルでの「連邦多
様性指数」を算出。次に、その年度に最も近い年の大統領選挙における「民主党候補の得票率
（一般投票）」を取り上げ、以上２つのデータの関連性を調べた。
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いうことになり、正に危機的な状態であると言わざるを得ない。そこで最後にもうひとつ衝撃的
な分析をひとつ提示しておきたい。 
◆ 【図 21】は 1970 以降の毎回の国勢調査の人種構成データに基づき、全国レベルでの「連邦
多様性指数」を算出した。次に、その年度に最も近い年の大統領選挙における「民主党候補の得
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① もし共和党が今後と 現在のイデオロギーと政策綱領をまったく変更せず 
② さらに国勢調査局の人口統計予測が正しいとすると 
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おわりに










1 大統領選挙において、いわゆる接戦州（battle ground state）と称されるものは、メディア各社の独自の世
論調査によってそれぞれに異なる。今回の場合、11月初旬の最終段階において、ほぼどの調査でも勝敗
不明（toss up）とされた州は東の方から、ニューハンプシャー、ヴァージニア、フロリダ、オハイオ、
ウイスコンシン、アイオア、コロラド（いずれも O）の 7州である〔New York Times〕。これに CNNは
ネヴァダ（O）を、USA TODAYはさらにペンシルヴェニア（O）、ノースカロライナ（R）、ミシガン（O）、
ニューメキシコ（O）を加えた 12州を挙げていた。（カッコ内は最終勝者：O = Obama, R = Romney）
2 例えばルイジアナ州のフットボールチームの政治討論用ブログの会話：http://blackandgold.com/
poli/52707-day-america-died.html　など。
3 Rush Limbaugh：ミズーリ州出身 1951年生まれ（62歳）。33歳の時からカリフォルニアでラジオのトー
クショウを始め、その徹底した保守主義的スタンスで全国的に知名度を上げ、現在その番組 The Rush 












11 New York Timesの政治関係の統計論評サイトの記事： http://fivethirtyeight.blogs.nytimes.com/2011/01/28/
approval-ratings-and-re-election-odds/
12 中西部ウイスコンシン州拠点の保守系のシンクタンンク Pax Americanaによる調査：http://www.paxamerica.
org/2011/08/05/the-unemployment-rate-and-the-president%E2%80%99s-reelection-an-historic-overview/
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13 初代大統領ジョージ・ワシントンから数えてオバマ大統領は 44代（人）目の大統領（任期で数えると
再選後で 57期目）であるが、この間 3人続けて連続 2期ずつ務めたのは、ごく初期のジェファーソン（3
代）、マディソン（4代）、モンロー（5代）の時（1801 －1825年）しかない。  
これは歴代大統領一覧表を見れば明らかなことだが、例えばフランク芳賀「アメリカ大統領はこうして
選ばれる」文芸社 2011, P.70－71参照。











定した保守州（Red State）であるが、今のままで行くとあと 2～ 3先の大統領選では Blue Stateに転じ
るのではないかと言われており、選挙人数 38人（2012年選挙時点：全体の 7％）を持つこの南部の大
票田がひっくり返ると、もはや共和党には全く勝ち目がなくなるのではないかとさえ言われている。
16 ホワイトハウスの回答「Our Staes Are United」https://petitions.whitehouse.gov/response/our-states-remain-united
17 1995年当時、人口 2.8億の米国の中で、その 12％を占めるカリフォルニア州の人口（33百万人）の、
さらに半分近く（14百万人）がロサンゼルスとその近郊（いわゆる Greater Los Angeles ）に住んでいた。











20 NY Timesの出口調査（Exit Polls） のメソッドの解説参照：http://elections.nytimes.com/2012/results/house/
exit-polls
21 今回の下院選の結果は、2010年の中間選挙で（2008年のオバマ圧勝の反動から）民主党が歴史的な敗
北を喫した（総議席 435の 15％にあたる 66議席を失って過半数を開け渡した）時よりも、平均して共
和党から民主党への 4％前後の票の揺り戻しがあったので、この出口調査の両党の支持率などもほぼ平
均的な姿を反映していると考えられる。なお今回の下院選は、共和党（▲ 6の 234：全体の 54％）、民
主党が（+11の 201：46%）となり、依然として共和党が過半数の 218を制している。ちなみに上院の結
果は、共和党が（▲ 2の 45：全体の 45％）、民主党が（+1の 54：54%）、無所属 1で、ねじれ議会である。
22 予備選挙の詳細な日程は連邦選挙委員会（Federal Election Commission）が提供している以下のサイトで
入手できる。http://www.fec.gov/pubrec/fe2012/2012pdates.pdf
23 Dr. Michael McDonald, Department of Public and International Affairs, George Mason University  http://elections.
gmu.edu/voter_turnout.htm ：投票率はもちろん 18歳以上の有権者人口をベースに算出するが（これを
VAP：Voting Age Populationという）、実際の有権者数（VEP：Voting-eligible Population）は、これにプラ
ス要素（海外在住者）やマイナス要素（犯罪者など資格のないもの）を加味して、そのうち 92％くらい
が実際の有権者となる。
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のように（a tiny ripple of hope）広がって行き、やがて大きな壁をも乗り越える流れになる」を引用して、
君たちの活動はこれからだ……と結んだ。大きな歓声と拍手で送り出されたのは言うまでもない。




http://www.archives.gov/federal-register/electoral-college/2012/popular-vote.html, NRA  
また人口・人種データについてはアメリカ国勢調査局の 2011年の最新推計数値。U.S. Census Bureau : 
2011 Population Estimates; SC －EST2011  





例えば、X州の人種構成を A人種：a%、B人種：b%、C人種：c%… とすると、  
　X州の多様性指数＝ 1.00 – （a 2 +b 2 +c 2 +…）　＜ a, b, c, …は小数点表示に変換＞　とされている。  
以下に具体例を示そう  
① Y州の人種構成➭人種 a：70％、人種 b：30％ であるとすると  
　　 Y州の多様性指数＝ 1.00 – （0.7 2 +0.3 2）＝ 0.42  
② Z州の人種構成➭人種 a：40％、人種 b：30％、人種 c：30％ であるとすると  
　　 Y州の多様性指数＝ 1.00 – （ 0.4 2 +0.3 2 +0.3 2）＝ 0.66  
すなわちこの計算方式によれば、人種の数が多く、かつ出来るだけ分散している方が「多様性指数」高
くなる計算である。  











30 Ron Paul：1935年（78） ピッツバーグ , ＰＡ生まれ。酪農家出身の 4人兄弟（牧師や会計士）。生物学を
学び、医学博士号を取得。1963から空軍の従軍医師として勤務したのち、1968－ 産婦人科を開業。
1976、1979 － 1985 第 1次下院議員時代（3期）。1997 － 2012 第 2次下院議員時代（6期）。2012年下院選
には出馬せず、政治活動は次男の Rand Paul（2011年からケンタッキー州上院議員）に託す。夫人（Carolyn）
との間に 3男 2女。  
なお 1988以降、再三にわたり大統領選に名を連ねるが大勢の支持を得るに至らず。2012選挙でも共和
党全国大会で紹介映像が流され、177人の代議員票を得ている。（NY Times）
31 The Revolution : A Manifesto （2008）　－邦訳「他人のカネで生きているアメリカ人に告ぐ」成甲書房（2011）
32 Rick Santorum：1958年生（54）イタリア系とアイルランド系移民の子孫。32歳でペンシルヴェニア州
選出の連邦下院議員に当選。その後上院議員を 2期務めた。妻 Karenとの間に子供が 8人出来たが、ひ
とりは未熟児で死亡、2008年に生まれた末娘は先天的遺伝子異常で闘病中。
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34 論考「米中間選挙とティーパーティー運動」青山学院大学教授 中山俊宏、東京財団 政策研究・提言チー
ム「現代アメリカ」（2010.10.30）










Table 4.  Projections of the Population by Sex, Race, and Hispanic Origin for the United States: 2015 to 2060 
（NP2012 －T4）、Source: U.S. Census Bureau, Population Division、Release Date: December 2012
38 例えば CNN、http://us.cnn.com/2012/11/09/politics/latino-vote-key-election/index.html?hpt=po_c1
39 Pew Research Centerの調査  http://www.pewforum.org/unaffiliated/nones-on-the-rise.aspx#ranks  ，  
他に Gallupにも同様の調査がある。http://www.gallup.com/poll/159785/rise-religious-nones-slows-2012.aspx
40 Andrew Kohut: Misreading Election 2012 Wall Street Journal, Nov 13, 2012  
“The GOP might be out of step with some voters, but Mitt Romney was an unusually unpopular party standard-
bearer ”.  
http://online.wsj.com/article/SB10001424127887323894704578113231375465160.html
41 国務省のサイトに記載されたクリントン長官の海外出張記録【渡航日数 401日、訪問国 112、飛行時間
2084時間、移動距離 957Kマイル】
42 最近の想定候補者同動向の一例としては CNN（http://i2.cdn.turner.com/cnn/2012/images/12/30/rel18h-1.pdf）
や FOXニュース（2013年 2月 13日）などの調査がある。共和党で他に名が上がっているのはライス元
国務長官、ポールライアン元副大統領候補、ジェブ・ブッシュ元フロリダ州知事などであるが、いずれ
も本命たり得る支持は得られていない。
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